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標準に係る業務への弁理士の関与の在り方についての検討状況

◆ 産業構造審議会知的財産分科会弁理士制度小委員会において審議*
1.第10回（H29.10.20開催）
»標準関連業務を弁理士法に標榜業務として明文化する方向性は、おおむね了承。
»標準関連業務に関する能力担保のための研修については、継続研修における必修化
の必要性等について、引き続き検討。

2.第12回（H29.12.25開催）
»これまでの検討を踏まえた「報告書（案）」について審議。
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「弁理士業務としての標準関連業務への関与の役割の明確化の検討を行う。」
(工程表項目番号44)

こ
れ
ま
で

知的財産推進計画2017

今
後

◆ 「報告書（案）」に対する意見募集（パブリックコメント）の実施
◆ 次期通常国会での法案提出に向けた検討

* 第11回（H29.12.12開催）は、「データに係る業務への弁理士の関与の在り方について」審議した。

 産業構造審議会知的財産分科会弁理士制度小委員会委員（敬称略、五十音順）
相澤 英孝（一橋大学大学院国際企業戦略研究科教授）【小委員長】 蘆立 順美（東北大学大学院法学研究科教授）
飯田 香緒里（東京医科歯科大学統合研究機構教授） 市毛 由美子（日本弁護士連合会日弁連知的財産センター副委員長・弁護士）
井上 由里子（一橋大学大学院国際企業戦略研究科教授） 加藤 実（一般社団法人日本知的財産協会常務理事・花王株式会社研究開発部門知的財産主幹）
木戸 良彦（日本弁理士会副会長・弁理士） 櫻井 武志（東京ブラインド工業株式会社代表取締役社長）
髙倉 成男（明治大学法科大学院長） 長澤 健一（キヤノン株式会社常務執行役員知的財産法務本部長）
南 孝一（一般社団法人日本国際知的財産保護協会理事長） 宮島 香澄（日本テレビ報道局解説委員）
森岡 礼子（知的財産高等裁判所判事） 渡邉 敬介（日本弁理士会会長・弁理士）
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